
令和３年度 第２回 エルシーブイ放送番組審議会 

 

 

■開催日時  令和３年９月１５日（水）  午後１時３０分～午後３時００分 

 

 

 

■場   所  エルシーブイ株式会社 会議室 及び リモート会議 

 

 

 

■出 席 者  委員総数 ５名 

 

         出席委員 （５名） 

出 席 委 員          市川  純章 委員 

                河西  滋子 委員 

                杉本  研一 委員 

                井上  淳哉 委員 

                菊池  大介 委員 

 

          放送事業者側 （７名） 

                深井  賀博 代表取締役社長 

                大野   弘 信 専務取締役 

                佐 久  章 展 放送制作部長 

                小池  利幸 放送制作部 報道課長 

                八 幡  聡 放送制作部 企画広告課長 

                吉田  和晃 放送制作部 ＦＭ制作課長 

                内藤 由里子 事務局 

                              （７名） 

  



■議  事 

 

１．審議事項 

            番組審議    『富士見町長選挙開票速報』 (特別番組) 

 

＜委員からの主な意見＞ 

 

□出口調査について 

・結果を、リアルにグラフで紹介していた点が良かった。 

・結果のグラフについて、パーセンテージが高い順に並び替えた方が見やすかった。 

・結果のグラフそれぞれに「パーセンテージ」があると良かった。 

・調査対象を年代で調整した方が良かった。 

・結果について、慌てて原稿に仕上げなくても良かったのではないか。 

・結果は、開票前に出した方が良かった。 

・期日前にも出口調査をした方が良かった。 

・期日前の出口調査は、電話でのアンケートでも良いのでは。 

 

□評価意見 

・LCV らしい地元に密着した良い番組だった。 

・両陣営の様子が見れて良かった。 

・開票会場の様子（実際に開票している様子）が細かく観られて面白かった。  

・事前資料に記載されている報道課内からの意見は、その通りだと思った。 

 

□指摘意見 

・当確について、出口調査の結果が活かし切れていなかった。 

・富士見町が選挙になるかならないか心配してみていた。 

・もう少し解説を聞きたかった。 

・町民が何を望んでいるか考えて、次回は（選挙）番組を作ってもらいたい。 

・両陣営を中継で繋いでいた場面について、閑散としている陣営内の様子を 

長時間映している必要はなかったのではないか。 

・町民の関心が高い事について情報を伝えた方が良い。 

・この町にとって選挙はどういう意味を持つかという点を伝えると、興味を持って面白く観られるのでは。 

・番組を通して、改めて選挙に興味を持ってもらう為に、若者の投票率を上げる事が大事。 

 

□その他 

・選挙前の事前 VTRで取り上げられていた移住者にフォーカスした番組を作ってもらいたい。 

・富士見町の今（VTR）で取り上げられた、移住者の森のオフィスの紹介がされていた事が良かった。 

この VTR（人口減少と移住定住）を、1つの番組として放送してほしい。 

 


